
三
里
塚
平
和
塔
に
関
す
る
声
明
書 

 

一
．
平
和
塔
建
立
の
意
義
―
三
つ
の
趣
旨
・
五
つ
の
目
的 

一
九
六
七
年
末
結
成
さ
れ
た
三
里
塚
平
和
塔
奉
賛
会
は
、
空
港
全
体
の
指
命
を
制
す
る
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
主
滑
走
路
南
端
の
地

点
を
選
ん
で
、
高
さ
二
十
二
メ
ー
ト
ル
、
直
径
十
三
メ
ー
ト
ル
の
平
和
塔
を
、
堅
固
に
建
立
し
、
こ
れ
を
護
持
し
、
平
和
的
・
民
主

的
手
段
を
尽
し
て
、
新
東
京
国
際
空
港
反
対
の
運
動
を
そ
の
ま
わ
り
に
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

奉
賛
会
は
新
空
港
建
設
に
反
対
す
る
現
地
農
民
・
周
辺
住
民
・
全
国
民
主
・
平
和
勢
力
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
、
更
に
空
港
建

設
も
や
む
を
得
な
い
と
し
て
真
剣
に
生
き
残
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
人
々
を
も
ふ
く
め
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

従
っ
て
、
当
初
平
和
塔
建
立
を
志
し
た
三
つ
の
趣
旨
は
、 

 
 

一
．
此
の
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
大
型
空
港
の
軍
事
的
利
用
を
絶
対
に
許
さ
な
い
こ
と
。 

 
 

二
．
空
港
用
地
・
騒
音
激
甚
地
域
か
ら
や
む
を
得
ず
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
も
の
を
含
ん
で
、
現
地
・
周
辺
農
民
の

土
地
と
生
活
と
権
利
を
守
る
こ
と
。 

 
 

三
．
周
辺
住
民
に
襲
い
か
か
る
航
空
機
騒
音
等
耐
え
難
い
公
害
か
ら
郷
土
と
く
ら
し
を
守
る
こ
と
。 

以
上
三
点
に
要
約
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
又
、
三
里
塚
芝
山
連
合
空
港
反
対
同
盟
が
組
織
さ
れ
た
当
初
に
か
か
げ
た
三
目
標
と
完
全

に
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

三
里
塚
平
和
塔
が
完
成
し
た
の
は
一
九
六
九
年
七
月
六
日
（
ア
ジ
ア
不
再
戦
記
念
日
の
前
日
）
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
建
立
は
、
一

九
六
七
年
秋
彼
岸
結
願
の
日
に
、
日
本
山
妙
法
寺
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
同
年
十
一
月
中
旬
、
反
対
同
盟
実
行
委
員
会
総
会
で
満
場

一
致
を
以
て
支
持
さ
れ
、
そ
の
後
芝
山
町
岩
山
部
落
の
農
民
を
中
心
と
し
て
準
備
会
を
設
立
、
翌
年
四
月
二
十
九
日
（
沖
縄
デ
ー
の

翌
日
）
日
本
山
妙
法
寺
山
主
藤
井
日
達
猊
下
大
導
師
の
も
と
に
起
工
式
を
挙
行
、
そ
の
後
満
二
年
、
会
員
の
募
金
と
、
純
粋
な
勤
労

奉
仕
に
よ
っ
て
前
述
の
通
り
落
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

奉
賛
会
が
か
か
げ
た
平
和
塔
建
立
の
目
的
は
、
次
の
五
項
目
で
あ
り
ま
す
。 

 

第
一
に
、
こ
の
平
和
塔
は
、
空
港
闘
争
に
お
け
る
地
元
農
民
、
周
辺
住
民
、
全
国
の
民
主
・
平
和
勢
力
の
統
一
と
団
結
を
象
徴
す

る
、
団
結
の
塔
と
し
て
。 

第
二
に
、
ア
ジ
ア
不
再
戦
の
誓
い
の
塔
と
し
て
。 

第
三
に
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
支
援
、
平
和
愛
好
諸
国
人
民
の
友
好
と
国
際
連
帯
の
意
思
表
示
の
塔
と
し
て
。 

第
四
に
、
太
平
洋
戦
争
、
特
に
原
水
爆
の
犠
牲
者
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
戦
争
犠
牲
者
、
平
和
運
動
の
中
で
た
お
れ
た
人
々
の
犠

牲
供
養
塔
と
し
て
。 

第
五
に
、
空
港
反
対
闘
争
勝
利
の
記
念
塔
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 二
．
仏
舎
利
塔
と
し
て
の
特
別
の
意
義 

 

更
に
こ
の
平
和
塔
の
も
つ
特
別
な
宗
教
的
意
義
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
山
妙
法
寺
大
僧
伽
山
主
藤
井
日
達
猊
下
の
御
誓
願

の
も
と
に
、
全
国
・
全
世
界
に
展
開
さ
れ
て
い
る
、「
仏
舎
利
塔
建
立
」
と
い
う
世
界
平
和
の
た
め
の
仏
教
諸
宗
統
一
運
動
の
一
環
と

し
て
提
唱
さ
れ
、
そ
の
第
二
十
六
番
目
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
塔
頂
に
は
、
釈
迦
牟
尼
世
尊
の
真
身
舎
利
を
奉
安
し
た
、

全
世
界
仏
教
徒
の
尊
崇
、
礼
拝
す
る
仏
舎
利
塔
と
し
て
の
意
義
で
あ
り
ま
す
。 

 

三
．
三
里
塚
芝
山
連
合
空
港
反
対
同
盟
に
つ
い
て 

 

今
日
、
新
東
京
国
際
空
港
の
周
辺
地
方
自
治
体
、
同
議
会
、
政
党
、
部
落
会
等
の
中
で
、
こ
の
空
港
の
開
港
を
物
理
的
に
阻
止
で

き
る
と
い
う
想
定
の
も
と
に
、
周
辺
住
民
の
生
活
と
権
利
と
郷
土
を
守
る
た
め
の
具
体
的
措
置
を
無
視
し
て
徒
ら
に
、
「
開
港
絶
対

阻
止
」
を
煽
り
続
け
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
外
来
暴
力
挑
発
集
団
と
、
そ
れ
に
結
び
つ
い
た
反
対
同
盟
の
一
部

幹
部
が
、
既
に
、
住
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
も
、
そ
の
意
志
を
反
映
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
全
く
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

端
的
に
示
す
も
の
と
い
え
ま
す
。 



 
平
和
塔
奉
賛
会
は
じ
め
、
そ
れ
を
支
え
て
結
集
す
る
わ
た
し
た
ち
一
同
は
、
か
つ
て
反
対
同
盟
が
、
そ
の
運
動
の
中
に
外
来
暴
力

挑
発
分
子
を
導
入
、
逆
に
全
国
の
民
主
・
平
和
勢
力
の
主
要
な
部
分
を
排
除
し
、
全
体
の
不
団
結
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
盟
が
当
初
に
か
か
げ
た
「
民
主
・
平
和
勢
力
の
広
汎
な
統
一
と
団
結
の
も
と
に
、
平
和
的
・
民
主
的
手
段
を
尽
し
て
世
論
を
動
員

し
、
反
人
民
、
独
占
奉
仕
の
新
空
港
建
設
計
画
の
押
し
つ
け
を
は
ね
か
え
し
、
こ
れ
を
包
囲
し
、
建
設
を
阻
止
す
る
」
と
い
う
、
空

港
反
対
運
動
の
基
本
方
針
を
見
失
い
、
現
地
農
民
を
徒
ら
に
暴
力
対
決
、
実
行
行
動
の
一
途
に
追
い
こ
み
、
自
ら
決
定
的
な
損
害
を

招
く
に
い
た
っ
た
全
経
過
に
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 

奉
賛
会
は
こ
の
経
過
の
中
で
、
く
り
か
え
し
、
反
対
同
盟
に
対
し
本
来
の
基
本
目
標
に
立
ち
か
え
り
、
運
動
の
中
に
統
一
と
団
結

を
恢
復
す
る
よ
う
提
唱
し
、
同
盟
の
反
対
運
動
の
建
て
な
お
し
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
対
同
盟
一
部
幹
部
は
、
そ
の
誤
っ
た
方
針
に
固
執
し
、
暴
力
対
決
、
玉
砕
戦
術
を
農
民
に
押
し
つ
け
、

凶
暴
な
国
家
権
力
が
、「
土
地
収
用
法
」、「
特
別
措
置
法
」、「
強
制
代
執
行
法
」
な
ど
反
動
諸
法
を
発
動
し
て
く
る
な
か
で
、
同
盟
の

目
的
に
か
か
げ
た
現
地
・
周
辺
農
民
の
土
地
と
生
活
と
権
利
を
守
る
た
め
、
何
一
つ
具
体
的
な
措
置
を
講
じ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
同
盟
傘
下
の
農
民
は
く
り
か
え
し
、
展
望
の
な
い
激
突
行
為
に
か
り
た
て
ら
れ
、
そ
の
都
度
甚
々
し
い
生
活
破
壊
と
圧

迫
を
受
け
、
今
は
開
港
を
目
前
に
控
え
、「
飛
行
機
が
飛
ん
で
見
ね
ば
ど
う
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
途
方
に
く
れ
て
い
ま
す
。 

 

わ
た
し
た
ち
は
、
今
こ
そ
、
現
地
・
周
辺
の
す
べ
て
の
関
係
農
民
及
び
周
辺
住
民
に
対
し
、
わ
た
し
た
ち
が
か
ち
と
っ
た
、
平
和

を
守
り
、
農
民
の
土
地
と
生
活
を
守
り
、
住
民
を
公
害
か
ら
守
る
た
た
か
い
の
勝
利
の
成
果
を
快
く
分
つ
と
と
も
に
、
彼
等
が
今
後

長
期
に
わ
た
る
た
た
か
い
を
継
続
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
速
や
か
に
外
来
暴
力
挑
発
分
子
と
の
関
係
を
絶
っ
て
、
改
め
て
平
和
塔
奉

賛
会
と
共
同
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

  

四
．
わ
れ
わ
れ
共
同
の
た
た
か
い
の
成
果 

 

平
和
塔
奉
賛
会
は
平
和
的
・
民
主
的
空
港
建
設
阻
止
の
大
衆
運
動
が
、
暴
力
挑
発
分
子
の
介
入
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
の
ち
、
会

の
立
場
を
支
持
す
る
農
民
組
合
、
三
里
塚
空
港
か
ら
郷
土
と
く
ら
し
を
守
る
会
、
及
び
全
国
の
民
主
・
平
和
勢
力
と
と
も
に
当
初
か

ら
基
本
目
標
と
し
て
た
た
か
っ
て
き
た
前
掲
の
三
項
目
の
趣
旨
と
五
つ
の
目
的
の
具
体
的
追
求
を
は
か
り
、
大
き
な
成
果
を
か
ち
と

り
ま
し
た
。 

  

そ
の
第
一
は
、
わ
た
し
た
ち
の
共
同
の
た
た
か
い
が
、
空
港
反
対
運
動
の
統
一
と
団
結
を
恢
復
し
、
長
期
に
わ
た
る
今
後
の
闘
争

を
発
展
さ
せ
る
基
礎
を
打
ち
た
て
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
が
、
人
民
に
お
し
つ
け
ら
れ
た
独
占
奉
仕
の
国
際
空
港
建
設

の
計
画
に
対
し
、
平
和
的
・
民
主
的
手
段
を
尽
し
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
広
汎
な
人
民
の
団
結
と
統
一
し
た
力

が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
教
訓
と
し
て
学
び
と
る
こ
と
が
で
き
た
反
面
、
外
来
挑
発
分
子
を
、「
新
左
翼
」「
同
盟
軍
」
な
ど
と
規
定

し
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
分
裂
策
動
を
許
し
た
反
対
同
盟
一
部
幹
部
の
誤
ち
は
、
対
照
的
に
多
大
の
損
害
を
与
え
て
い
る
事
実
を
確

認
し
ま
す
。 

 

農
民
が
、
第
二
次
強
制
代
執
行
に
た
ち
む
か
っ
た
際
、
反
対
同
盟
一
部
幹
部
が
引
き
入
れ
た
挑
発
分
子
の
煽
動
で
、
警
官
殺
害
事

件
を
ひ
き
お
こ
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
後
、
青
年
行
動
隊
や
、
反
対
同
盟
に
致
命
的
な
損
害
が
及
ん
だ
こ
と
は
、
そ
の
鮮
明
な

証
左
で
あ
り
ま
す
。 

 

第
二
は
、
わ
た
し
た
ち
の
た
た
か
い
が
、
平
和
を
守
る
上
で
大
き
な
勝
利
を
収
め
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
こ
の
勝
利
は
民

主
的
手
段
に
よ
る
た
た
か
い
に
お
け
る
、
典
型
的
な
勝
利
と
し
て
、
永
久
に
記
念
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

奉
賛
会
が
、
日
米
安
保
条
約
が
存
在
し
、（
相
模
補
給
廠
よ
り
戦
車
・
兵
員
輸
送
車
等
の
搬
出
の
た
め
の
道
路
使
用
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
）
米
軍
地
位
協
定
が
有
効
に
働
い
て
い
る
中
で
も
、
新
空
港
は
絶
対
に
軍
事
的
に
利
用
さ
せ
な
い
と
い
う
担
当
大
臣
、
公
団
総

裁
、
県
知
事
連
盟
の
解
約
を
と
り
つ
け
た
こ
と
は
今
後
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
安
保
廃
棄
を
め
ざ
し
、
空
港
そ
の
他
民
間
施
設
の
軍
事

利
用
に
反
対
す
る
た
た
か
い
の
大
き
な
土
台
を
築
い
た
も
の
と
い
え
ま
す
。 

 

更
に
わ
た
し
た
ち
の
共
同
の
た
た
か
い
で
の
具
体
的
な
成
果
と
し
て
、
銚
子
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｃ
軍
共
用
航
路
標
識
の
廃
止
と
、「
百

里
基
地
エ
ー
リ
ヤ
」
の
北
方
へ
の
押
し
あ
げ
、
Ｍ
Ａ
Ｃ
チ
ャ
ー
タ
ー
機
の
受
け
入
れ
拒
否
、（
羽
田
も
こ
れ
に
準
ず
）
を
明
確
に
さ
せ



る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
こ
の
種
公
害
闘
争
で
、
初
歩
的
な
勝
利
で
あ
り
ま
す
。 

  

第
三
は
、
三
里
塚
平
和
塔
が
、
平
和
・
友
好
・
国
際
連
帯
の
運
動
推
進
の
た
め
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

ベ
ト
ナ
ム
・
ス
リ
ラ
ン
カ
等
、
ア
ジ
ア
仏
教
国
代
表
の
訪
問
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
平
和
と
正
義
の
た
め
の
、
宗
教
者
世
界
集
会
や
、

第
十
八
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
参
加
の
外
国
代
表
を
現
地
に
迎
え
て
の
交
流
集
会
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
、
軍

事
冒
険
の
拡
大
を
糾
弾
、
三
里
塚
空
港
か
ら
侵
略
機
を
飛
ば
さ
な
い
と
い
う
世
論
を
高
め
、
毎
年
、
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
行
進
を

受
け
入
れ
、
七
・
七
ア
ジ
ア
不
再
戦
記
念
日
、
八
・
六
原
爆
記
念
日
等
の
行
事
を
通
じ
、
平
和
・
友
好
・
国
際
連
帯
運
動
の
前
進
に

寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

第
四
は
、
平
和
塔
に
関
す
る
土
地
収
用
委
員
会
の
公
開
審
理
の
中
で
、
収
用
委
員
会
が
緊
急
裁
決
を
し
な
が
ら
、
国
家
権
力
が
最

後
ま
で
平
和
塔
に
、
強
制
代
執
行
の
手
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
は
、

「
日
本
列
島
改
造
計
画
」
の
た
め
の
権
力
側
の
武
器
で
あ
る
、「
土
地
収
用
法
」「
特
別
措
置
法
」「
強
制
代
執
行
法
」
な
ど
を
遂
に
無

用
の
長
物
た
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
原
則
的
勝
利
は
、
全
国
の
同
様
な
農
民
闘
争
・
住
民
闘
争
へ
の
大
き
な
激
励
と
な
り
ま
し
た
。 

  

第
五
は
、
三
里
塚
農
民
組
合
と
平
和
塔
奉
賛
会
の
協
力
に
よ
る
農
民
の
土
地
と
生
活
と
権
利
を
守
る
た
め
の
た
た
か
い
の
成
果
で

あ
り
ま
す
。 

 

過
去
一
年
余
に
及
ぶ
、
収
用
委
員
会
公
開
審
議
、
対
県
知
事
・
対
政
府
・
公
団
交
渉
の
中
で
、
わ
た
し
た
ち
は
、
代
替
地
の
要
求

に
つ
い
て
は
、
⑴
対
等
面
積
、
⑵
希
望
す
る
代
替
地
、
⑶
移
転
費
の
正
確
な
評
価
、
⑷
移
転
後
の
生
活
相
談
、
な
ど
誠
意
を
以
て
当

て
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
、
特
に
、
⑸
騒
音
地
域
に
住
む
も
の
に
つ
い
て
も
、
税
金
問
題
を
含
ん
で
、
敷
地
内
の
も
の
と
基
本
的
に
同

じ
扱
い
と
す
る
、
⑹
又
、
生
活
上
保
障
さ
れ
て
い
た
諸
権
利
、
既
得
権
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
充
分
尊
重
し
、
そ
の
権
利
を
失
う
場

合
は
正
当
な
補
償
を
行
う
こ
と
な
ど
の
合
意
を
か
ち
と
り
ま
し
た
。 

  

第
六
は
、
三
里
塚
空
港
か
ら
郷
土
と
く
ら
し
を
守
る
会
、
三
里
塚
農
民
組
合
及
び
他
の
民
主
・
平
和
諸
団
体
と
と
も
に
奉
賛
会
が

共
同
で
か
ち
と
っ
た
、
航
空
機
騒
音
等
空
港
公
害
を
た
た
か
う
上
で
の
、
原
則
的
な
勝
利
で
あ
り
ま
す
。 

 

騒
音
等
公
害
対
策
で
は
、
⑴
国
・
県
・
公
団
の
対
策
が
、
独
占
企
業
奉
仕
に
過
ぎ
ず
、
全
然
科
学
的
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
認
め
さ
せ
、
⑵
法
律
改
正
等
・
長
期
対
策
を
ふ
く
み
、
住
民
の
側
に
立
っ
て
、
発
生
源
で
規
制
す
る
な
ど
の
原
則
を
承
認
さ

せ
、
⑶
具
体
的
に
は
、
不
充
分
な
が
ら
騒
音
コ
ン
タ
ー
の
作
製
、
⑷
そ
れ
に
基
づ
く
騒
音
激
甚
ゾ
ー
ン
の
拡
大
、
⑸
騒
音
対
策
委
員

会
の
民
主
化
、
⑹
補
償
対
策
、
防
音
対
策
、
監
視
対
策
、
等
の
方
向
を
確
認
さ
せ
、
⑺
夜
間
飛
行
禁
止
時
間
帯
の
設
定
、
⑻
資
料
の

公
開
、
な
ど
に
つ
い
て
も
原
則
的
に
、
運
輸
大
臣
、
公
団
総
裁
、
県
知
事
を
し
て
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

以
上
の
べ
た
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
今
後
更
に
具
体
化
し
、
拡
大
さ
せ
、
実
行
を
監
視
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

  

五
，
今
後
の
運
動
の
展
望 

 

反
対
同
盟
一
部
幹
部
の
誤
っ
た
指
導
の
も
と
で
、
空
港
反
対
運
動
は
、
外
来
暴
力
挑
発
集
団
の
介
入
に
よ
っ
て
大
き
な
損
害
を
受

け
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
和
塔
奉
賛
会
を
は
じ
め
、
私
た
ち
の
た
た
か
い
の
成
果
を
基
礎
と
す
る
限
り
、
運
動
の
統
一
と
団
結
の
恢

復
は
速
や
か
に
可
能
で
あ
り
、
新
生
・
再
建
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
に
た
た
か
い
の
前
途
に
、
明
ら
か
な
展
望
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

そ
の
意
味
か
ら
も
、
真
の
た
た
か
い
の
勝
利
は
こ
れ
か
ら
で
す
。 

 

平
和
塔
は
、
こ
う
し
た
原
則
的
成
果
を
更
に
具
体
的
な
も
の
と
し
、
そ
れ
を
拡
大
し
て
ゆ
く
た
め
に
も
、
永
久
に
存
在
し
続
け
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

た
と
え
開
港
を
若
干
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
こ
れ
を
物
理
的
に
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
期
待
す
る
こ
と
は
、
過
去



一
年
有
余
の
経
過
と
、
現
実
に
相
応
し
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
が
万
人
の
目
に
明
ら
か
と
な
っ
た
今
日
、
こ
れ
ま
で
た
た
か
っ
た
成
果

を
拡
大
定
着
さ
せ
る
上
で
も
、
わ
た
し
た
ち
の
、
共
同
の
た
た
か
い
の
発
展
の
中
で
、
公
団
総
裁
の
平
和
塔
奉
賛
会
に
対
す
る
「
平

和
塔
遷
座
」
の
申
し
入
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち
が
、
騒
音
対
策
委
員
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
介
入
し
て
、
住
民

の
立
場
に
立
ち
、
郷
土
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
奮
闘
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

 

平
和
塔
が
遷
座
再
建
さ
れ
る
こ
と
は
、
平
和
塔
建
立
の
意
義
、
目
的
に
叶
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

平
和
塔
は
こ
の
よ
う
な
長
期
に
わ
た
る
今
後
の
住
民
闘
争
の
た
め
に
不
動
の
拠
点
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

  

六
、
結 

語 

 

過
去
一
年
に
わ
た
る
対
県
知
事
・
対
政
府
・
公
団
交
渉
を
中
間
的
に
総
括
し
、
右
に
述
べ
た
意
義
、
経
過
、
成
果
を
確
認
し
、
運

動
の
展
望
を
も
っ
て
、
奉
賛
会
は
九
月
八
日
、
総
会
を
開
い
て
公
団
総
裁
の
申
し
入
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
定
し
、
手
続
き
と

し
て
、
日
本
山
妙
法
寺
山
主
藤
井
日
達
猊
下
か
ら
、
平
和
塔
と
日
本
山
妙
法
寺
三
里
塚
道
場
移
築
を
了
承
す
る
公
団
総
裁
宛
の
返
書

を
発
信
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
返
書
発
信
の
日
を
以
て
わ
た
し
た
ち
は
、
運
輸
大
臣
、
公
団
総
裁
、
知
事
の
奉
賛
会
長
に
対
す
る
約
定
書
を
発
効
せ
し
め
る

こ
と
と
し
ま
す
。 

  

三
里
塚
平
和
奉
賛
会 

 

支
持
署
名
団
体 

 
 

 
 

日
本
山
妙
法
寺
三
里
塚
道
場 

 
 

 
 

三
里
塚
農
民
組
合 

 
 

 
 

三
里
塚
空
港
か
ら
郷
土
と
く
ら
し
を
守
る
会 

 
 

 
 

民
主
青
年
同
盟
現
地
闘
争
本
部 

 
 

 
 

安
保
破
棄
中
央
実
行
委
員
会 

三
里
塚
現
地
闘
争
本
部 

 
 

 
 

安
保
破
棄
千
葉
県
実
行
委
員
会 

 
 

 
 

安
保
破
棄
中
央
実
行
委
員
会 

 

 

一
九
七
二
年
九
月
二
十
一
日 

    

千
葉
県
成
田
市
東
三
里
塚
二
一
四
ノ
二 

 
 

三
里
塚
平
和
塔
奉
賛
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 

佐
藤
行
通 


